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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面に生体電気インピーダンス測定用の電極が配設された略長方形状の第１電極ユニッ
ト及び第２電極ユニットと、内部に生体電気インピーダンス測定用の電気制御回路が組込
まれると共に前記第１電極ユニット及び第２電極ユニットに対して接続端子を介して着脱
可能に組付けられた制御回路ユニットと、補助ユニットとを備え、
前記制御回路ユニットの各端部の上面に前記第１電極ユニットの一端部及び前記第２電極
ユニットの一端部が夫々載置され、前記補助ユニットの各端部の上面に前記第１電極ユニ
ットの他端部及び前記第２電極ユニットの他端部が夫々載置されることにより、前記制御
回路ユニットと、前記第１電極ユニットと、前記第２電極ユニットと、前記補助ユニット
とが、接続端子を介して着脱可能に組付けられることを特徴とする生体電気インピーダン
ス測定装置。
【請求項２】
　前記第１電極ユニット及び第２電極ユニットが長辺側の側面視で略凹形状に形成され、
前記制御ユニット及び補助ユニットが長辺側の側面視で略凸形状に形成されていることを
特徴とする請求項１記載の生体電気インピーダンス測定装置。
【請求項３】
　前記制御回路ユニット及び補助ユニットに、体重測定用の荷重センサが組込まれている
ことを特徴とする請求項１又は２記載の生体電気インピーダンス測定装置。
【請求項４】
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　前記制御回路ユニットに、使用者が個人情報を入力するための入力装置と、少なくとも
この個人情報と測定された生体電気インピーダンスとに基づいて使用者の身体組成に関す
る情報を算出する演算装置と、算出された身体組成に関する情報を表示するための表示装
置とが更に組込まれていることを特徴とする請求項１乃至３記載の生体電気インピーダン
ス測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、使用者の両足裏間で生体電気インピーダンスを測定する生体電気インピーダ
ンス測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
使用者の両足裏間の生体電気インピーダンスを測定して体脂肪率（量）等の身体組成に関
する情報を算出する生体電気インピーダンス測定装置が知られている。例えば、特許文献
１に開示された生体電気インピーダンス測定装置では、体重測定の機能を備えた本体（所
謂ヘルスメータ）の上面に、左足用及び右足用の電極群、使用者が身長等の個人データを
入力するための入力装置、及び算出した体脂肪率（量）等を表示するための表示装置が配
設されており、使用者がこれらの電極群に左右の足裏を接触させて本体に載ることで、体
重及び生体電気インピーダンスが測定され、これらの測定値と個人データとから体脂肪率
（量）等が算出される。
【０００３】
また、特許文献２には、前記特許文献１に開示された如き生体電気インピーダンス測定装
置において、左足用の電極群を配設した電極ユニットと右足用の電極群を配設した電極ユ
ニットとを、体重測定用の荷重センサや生体電気インピーダンス測定用の電気制御回路等
が組込まれた本体とは別体に夫々形成し、これら２つの電極ユニットと本体とを電気ケー
ブルで接続した生体電気インピーダンス測定装置が開示されている。
【０００４】
また、特許文献３には、使用者の体重を測定する体重計に関して、両端に体重測定用の荷
重センサを備えた２本の並列な梁部材間に、これら梁部材に直行載置して複数の上板部材
を架渡すと共に、隣接する上板部材同士をリンクヒンジにて結合することにより、これら
複数の上板部材を簾状に折畳み可能に構成した４点式の体重計が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】
特公平５－４９０５０号公報
【特許文献２】
特許第３０９８７３５号公報
【特許文献３】
米国特許第６，３３７，４４６号明細書
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
前記特許文献１に示された如き従来の生体電気インピーダンス測定装置は、使用者がその
本体の上面に載るものであるため小型化には限界があり、持運び難く、収納にも場所をと
っていた。
【０００７】
前記特許文献２に開示された如き生体電気インピーダンス測定装置では、電極ユニットが
本体とは別体に形成されているものの、本体は小型化されておらず、持運び難さや収納に
場所をとるといった点は解消されていない。
【０００８】
これに対し、前記特許文献１に示された如き従来の生体電気インピーダンス測定装置を、
前記特許文献３に開示された折畳み式体重計の如く簾状に折畳み可能として、持運びや収
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納の容易化を図ることも考えられる。しかしながら、生体電気インピーダンス測定装置の
場合、本体の上面に配設する複数の電極と本体の内部に内蔵する電気制御回路とを電気配
線等にて接続するため、複数の上板部材に跨って電気配線を施す必要を生じ、折畳み時に
電気配線が断線する等の不具合を招く虞がある。
【０００９】
従って、本発明は、使用者の両足裏間で生体電気インピーダンスの測定が可能で、且つ、
電気配線の断線等の不具合を招くことなく持運びや収納が容易な生体電気インピーダンス
測定装置を提供することを課題とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、上面に生体電気インピーダンス測定用の
電極が配設された略長方形状の第１電極ユニット及び第２電極ユニットと、内部に生体電
気インピーダンス測定用の電気制御回路が組込まれると共に前記第１電極ユニット及び第
２電極ユニットに対して接続端子を介して着脱可能に組付けられた制御回路ユニットと、
補助ユニットとを備え、前記制御回路ユニットの各端部の上面に前記第１電極ユニットの
一端部及び前記第２電極ユニットの一端部が夫々載置され、前記補助ユニットの各端部の
上面に前記第１電極ユニットの他端部及び前記第２電極ユニットの他端部が夫々載置され
ることにより、前記制御回路ユニットと、前記第１電極ユニットと、前記第２電極ユニッ
トと、前記補助ユニットとが、接続端子を介して着脱可能に組付けられることとする。
【００１２】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記第１電極ユニット及び第２
電極ユニットが長辺側の側面視で略凹形状に形成され、前記制御ユニット及び補助ユニッ
トが長辺側の側面視で略凸形状に形成されていることとする。
【００１３】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニット及び補助
ユニットに、体重測定用の荷重センサが組込まれていることとする。
【００１４】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニットに、使用
者が個人情報を入力するための入力装置と、少なくともこの個人情報と測定された生体電
気インピーダンスとに基づいて使用者の身体組成に関する情報を算出する演算装置と、算
出された身体組成に関する情報を表示するための表示装置とが更に組込まれていることと
する。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、上面に生体電気インピーダンス測定用の
電極が配設された略長方形状の第１電極ユニット及び第２電極ユニットと、内部に生体電
気インピーダンス測定用の電気制御回路が組込まれると共に前記第１電極ユニット及び第
２電極ユニットに対して接続端子を介して着脱可能に組付けられた制御回路ユニットと、
補助ユニットとを備え、前記制御回路ユニットの各端部の上面に前記第１電極ユニットの
一端部及び前記第２電極ユニットの一端部が夫々載置され、前記補助ユニットの各端部の
上面に前記第１電極ユニットの他端部及び前記第２電極ユニットの他端部が夫々載置され
ることにより、前記制御回路ユニットと、前記第１電極ユニットと、前記第２電極ユニッ
トと、前記補助ユニットとが、接続端子を介して着脱可能に組付けられるものである。従
って、使用者は、これを制御回路ユニット、第１電極ユニット及び第２電極ユニット並び
に補助ユニットの各ユニットに分解して積重ねることが可能であり、持運びや収納を容易
に行えるものである。また、この生体電気インピーダンス測定装置は組立状態において上
面視で枡形（ロの字形）となるため、組立時の強度、剛性が良好となる。
【００１７】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記第１電極ユニット及び第２
電極ユニットが長辺側の側面視で略凹形状に形成され、前記制御ユニット及び補助ユニッ
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トが長辺側の側面視で略凸形状に形成されていることが望ましい。これにより、制御ユニ
ット及び補助ユニットと第１電極ユニット及び第２電極ユニットとを、夫々の凹凸を利用
し安定して積重ねること、及び積重ねた際の全高を抑えることが可能となり、持運びや収
納を更に容易とすることができる。
【００１８】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニット及び補助
ユニットに、体重測定用の荷重センサが組込まれていることがのぞましい。これにより、
組立状態で使用者が第１電極ユニット及び第２電極ユニットの上面に載ることで、これら
第１電極ユニット及び第２電極ユニットが載置された制御回路ユニット及び補助ユニット
に使用者の体重が伝わり、荷重センサにて使用者の体重を測定することが可能となる。
【００１９】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニットに、使用
者が個人情報を入力するための入力装置と、少なくともこの個人情報と測定された生体電
気インピーダンスとに基づいて使用者の身体組成に関する情報を算出する演算装置と、算
出された身体組成に関する情報を表示するための表示装置とが更に組込まれていることが
望ましい。これにより、使用者はこの生体電気インピーダンス測定装置で自身の身体組成
に関する情報を得ることができるようになる。
【００２０】
【実施例】
以下、本発明の実施例を、図面を用いて説明する。
【００２１】
図１及び図２には、本発明による生体電気インピーダンス測定装置１の外観図が示されて
いる。図１には分解された状態が、図２には組立てられた状態が、夫々上面視及び側面視
で示されている。尚、この生体電気インピーダンス測定装置１は、前掲特許文献１に示さ
れた如き従来の生体電気インピーダンス測定装置と同様に、使用者の体重及び生体電気イ
ンピーダンスを測定すると共に、使用者が入力した身長等の個人データと測定した体重及
び生体電気インピーダンスとに基づいて体脂肪率（量）等の身体組成に関する情報を算出
して表示するものである。
【００２２】
図１に示すように、この生体電気インピーダンス測定装置１は、第１電極ユニット１０と
、第２電極ユニット２０と、制御回路ユニット３０と、補助ユニット４０とから構成され
ている。
【００２３】
第１電極ユニット１０は、上面視で略長方形状に形成されており、その上面には生体電気
インピーダンス測定用の電極１１及び１２が配設されている。また、第１電極ユニット１
０は、長手方向一端側の下面１０ａ及び他端側の下面１０ｂと、中央部の下面１０ｃとの
間に段差が設けられ、これにより長辺側の側面視で略凹形状に形成されている。そして、
長手方向一端側の下面１０ａには接続端子１３が、他端側の下面１０ｂには接続端子１４
が、夫々配設されている。
【００２４】
第２電極ユニット２０は、第１電極ユニットと同様の形状、構成とされており、その上面
には生体電気インピーダンス測定用の電極２１及び２２が配設され、長手方向一端側の下
面２０ａには接続端子２３が、他端側の下面２０ｂには接続端子２４が、夫々配設されて
いる。
【００２５】
制御回路ユニット３０は、上面視で第１電極ユニット及び第２電極ユニットと略同様の長
方形状に形成されていると共に、長手方向一端側の上面３０ａ及び他端側の上面３０ｂと
、中央部の上面３０ｃとの間に段差が設けられ、これにより長辺側の側面視で略凸形状に
形成されている。そして、長手方向一端側の上面３０ａには接続端子３３が、他端側の上
面３０ｂには接続端子３４が、夫々配設されている。また、長手方向一端側の下面側には
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体重測定用の荷重センサ３１が、他端側の下面側には荷重センサ３２が、夫々組込まれて
いる。また、中央部の上面３０ｃには、使用者が身長等の個人データを入力するための入
力装置３５と、この生体電気インピーダンス測定装置で算出した体脂肪率（量）等の身体
組成に関する情報を表示するための表示装置３６とが配設されている。更に、制御回路ユ
ニット３０の内部には、第１電極ユニット及び第２電極ユニットの電極１１、１２、２１
、２２を介して使用者の生体電気インピーダンスを測定するための電気制御回路３７が組
込まれている（図３参照）。尚、この電気制御回路３７には、体脂肪率（量）等の身体組
成に関する情報を算出するための演算装置３７ａが組込まれている。
【００２６】
補助ユニット４０は、制御回路ユニット３０と略同様の外観形状とされており、その長手
方向一端側の上面４０ａには接続端子４３が、他端側の上面４０ｂには接続端子４４が、
夫々配設されている。また、長手方向一端側の下面側には体重測定用の荷重センサ４１が
、他端側の下面側には荷重センサ４２が、夫々組込まれている。
【００２７】
そして、第１電極ユニット１０の下面１０ａを制御回路ユニット３０の上面３０ａに、下
面１０ｂを補助ユニット４０の上面４０ａに、第２電極ユニット２０の下面２０ａを制御
回路ユニット３０の上面３０ｂに、下面２０ｂを補助ユニット４０の上面４０ｂに、夫々
当接させるように載置して、接続端子１３を接続端子３３に、接続端子１４を接続端子４
３に、接続端子２３を接続端子３４に、接続端子２４を接続端子４４に、図３に示す如く
夫々着脱可能に組付けることにより、図２に示す如き上面視で枡形（ロの字形）の生体電
気インピーダンス測定装置１となるものである。
【００２８】
図３は、図２におけるＡ－Ａ断面図である。第２電極ユニット２０の接続端子２４は複数
の接続ピン２４ａを備えた雄型の端子とされ、補助ユニット４０の接続端子４４は複数の
接続孔４４ａを備えた雌型の端子とされている。図示するように、接続ピン２４ａを接続
孔４４ａに挿入することにより、接続端子２４と接続端子４４とが着脱可能に組付けられ
る。図中、接続端子２４と接続端子４４とは便宜的に非接触として描かれているが、実際
には、通電可能なように電気的に接触されるものである。そして、接続端子４４は荷重セ
ンサ４２（起歪体と歪センサからなる公知のロードセルで良い。）と電気配線Ｌを介して
接続されており、接続端子２４及び電極２２は電気配線Ｌを介して図示しない接続端子２
３に接続されている。
【００２９】
図４（ａ）に接続端子２４を、図４（ｂ）に接続端子４４を、夫々拡大して示す。図示す
るように、夫々の接続ピン２４ａ及び接続孔４４ａは、上下左右が対称となるように配設
されていることが望ましい。複数の接続端子を上下左右対称に配設することで、後述する
ように各ユニットを積重ねる際にも接続端子を介して着脱可能に組付けることが可能とな
り、安定して積重ねることができる。尚、接続端子２４と接続端子４４の雄雌は、逆であ
っても良い。また、他の接続端子１３、１４、２３は接続端子２４と、接続端子３３、３
４、４３は接続端子４４と、夫々同様に構成されている。
【００３０】
図５は、各ユニットにおける内部の電気的な接続関係を示す模式図である。第１電極ユニ
ット１０においては、電極１１及び１２が接続端子１３に電気配線Ｌを介して接続されて
おり、また接続端子１３と接続端子１４との間も電気配線Ｌにより接続されている。第２
電極ユニット２０においても、電極２１、電極２２及び接続端子２４が、接続端子２３に
電気配線Ｌを介して接続されている。制御回路ユニット３０においては、荷重センサ３１
及び３１と、接続端子３３及び３４と、入力装置３５と、表示装置３６とが、夫々電気配
線Ｌを介して電気制御回路３７に接続されている。また、制御回路ユニット３０には電池
等の電源３８も組込まれており、この電源３８も電気制御回路３７に接続されている。補
助ユニットにおいては、荷重センサ４１が接続端子４３に、荷重センサ４２が接続端子４
４に、夫々電気配線Ｌを介して接続されている。
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【００３１】
図２の如く上面視で枡形に組立てられ、図５の如く電気的に接続された生体電気インピー
ダンス測定装置では、使用者が入力装置３５を操作して身長等の個人データを入力すると
共に左右の足裏を電極１３、１４、２３、２４に接触させて電極ユニット１０及び２０の
上面に載ると、荷重センサ３１、３２、４１、４２の検出信号が各電気配線及び接続端子
を介して電気制御回路３７に送られて使用者の体重が測定され、また電気制御回路３７か
ら各電気配線、接続端子及び電極１１及び２１を介して使用者の両足間に交流電流が供給
され、且つ、この時の両足間の電位差（電圧）が電極１２及び２２から各電気配線及び接
続端子を介して電気制御回路３７に送られて使用者の生体電気インピーダンスが測定され
る。そして、電気制御回路３７に組込まれた演算装置３７ａでは、入力された個人データ
と測定された体重及び生体電気インピーダンスとに基づいて、体脂肪率（量）等の身体組
成に関する情報が算出され、表示装置３６に表示される。尚、身体組成に関する情報とし
ては、体脂肪率（量）の他に内蔵脂肪量、体水分率（量）、筋肉率（量）、骨量、基礎代
謝量等、生体電気インピーダンスを用いて算出可能な様々な情報であって良い。
【００３２】
図６は、この生体電気インピーダンス測定装置１を、持運び又は収納のために分解して積
重ねる際の様子を側面視で示す図である。図示するように、側面視で略凹形状に形成され
た第１電極ユニット１０及び第２電極ユニット２０を、側面視で略凸形状に形成された制
御回路ユニット３０及び補助ユニット４０に、長手方向に向きを揃えて夫々の凹凸を利用
して積重ねることで、全高を抑えつつ安定して積重ねることができる。即ち、例えば第１
電極ユニット１０を制御回路ユニット３０に積重ねる場合、第１電極ユニット１０の下面
１０ａを制御回路ユニット３０の上面３０ａに、下面１０ｂを上面３０ｂに、下面１０ｃ
を上面３０ｃに夫々載置すれば良い。また、前述の通り、各接続端子が上下左右対称であ
るので、この場合においても接続端子１３を接続端子３３に、接続端子１４を接続端子３
４に、夫々着脱可能に組付けることが可能であり、これによっても積重ね時の安定化が図
られる。
【００３３】
　図７は、本発明に関連する参考例としての生体電気インピーダンス測定装置１００の外
観図であって、図７（ａ）はその上面視、図７（ｂ）はその側面視を表している。
【００３４】
図７（ａ）に示される如く、この生体電気インピーダンス測定装置１００は、夫々上面視
で略長方形状に形成された第１電極ユニット１１０、第２電極ユニット１２０及び制御回
路ユニット１３０で構成されている。
【００３５】
　第１電極ユニット１１０及び第２電極ユニット１２０は、その上面に生体電気インピー
ダンス測定用の左足爪先側電極１１１、左足踵側電極１１２及び右足爪先側電極１２１、
右足踵側電極１２２が夫々配設され、またその長辺側の側面には接続端子１１３及び１２
３が夫々配設され、更にその下面には荷重センサ１１４、１１５及び１２４、１２５が夫
々組付けられている（図７（ｂ）参照）。制御回路ユニット１３０は、その上面に入力装
置１３５及び表示装置１３６が配設されており、またその長辺側の両側面には接続端子１
３３及び１３４が夫々配設され、更に内部には生体電気インピーダンス測定用の電気制御
回路（不図示）が組込まれている。尚、本参考例においても、身体組成に関する情報の算
出のための演算装置は、この電気制御回路に組込まれている。
【００３６】
そして、電極１１１及び１１２並びに荷重センサ１１４及び１１５は接続端子１１３に、
電極１２１及び１２２並びに荷重センサ１２４及び１２５は接続端子１２３に、接続端子
１３３及び１３４並びに入力装置１３５及び表示装置１３６は電気制御回路に、夫々内部
の電気配線（不図示）を介して接続されており、接続端子１１３を接続端子１３３に、接
続端子１２３を接続端子１３４に、夫々着脱可能に組付けることにより、組立状態の生体
電気インピーダンス測定装置１００が得られるものである。斯かる生体電気インピーダン
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ス測定装置１００による生体電気インピーダンスの測定や身体組成に関する情報の算出は
図１から図６までに示した生体電気インピーダンス測定装置１と同様であるため、説明を
省略する。
【００３７】
図７（ｂ）は、この生体電気インピーダンス測定装置１００を、持運び又は収納のために
分解して積重ねる際の様子を側面視で示す図である。図示するように、第１電極ユニット
、第２電極ユニット及び制御回路ユニットを長手方向に向きを揃えて積重ねることにより
、持運びや収納が容易に行えるものである。
【００３８】
以上、本発明の実施例を図面を用いて説明してきたが、本発明の実施の形態はこれらの実
施例に限定されるものではなく、実施例と共に説明してきた変形や応用はもちろんのこと
、特許請求の範囲に記載の構成を逸脱しない限りにおいて、種々の変形や応用が可能であ
る。
【００３９】
例えば、図１から図６までに示した生体電気インピーダンス測定装置１において、制御回
路ユニット３０を補助ユニット４０よりも幅手方向で若干大きく形成し、大型の入力装置
３５や表示装置３６を配設して使用者の操作性を向上させる等、各ユニットの大きさや形
状を個別に変更しても良い。
【００４０】
また、生体電気インピーダンス測定装置１（１００）の入力装置３５（１３５）や表示装
置３６（１３６）を、演算装置３７ａ等と共に制御回路ユニット３０（１３０）から分離
可能とし、赤外線等で通信するといったことも可能である。
【００４１】
また、体重測定用の荷重センサを省略し、使用者が必要に応じて自身の体重を入力装置３
５（１３５）から入力する構成としても良い。
【００４２】
更に、図１から図６までに示した生体電気インピーダンス測定装置１においても、図７に
示した生体電気インピーダンス１００においても、各ユニットについてデザインや配色、
或いは表示装置への表示形態（単なる数値表示やグラフ表示等）を違えた様々なユニット
を用意しておき、使用者が好みや用途に応じて各ユニットを選択できるようにすること等
が可能である。
【００４３】
【発明の効果】
　本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、上面に生体電気インピーダンス測定用の
電極が配設された略長方形状の第１電極ユニット及び第２電極ユニットと、内部に生体電
気インピーダンス測定用の電気制御回路が組込まれると共に前記第１電極ユニット及び第
２電極ユニットに対して接続端子を介して着脱可能に組付けられた制御回路ユニットと、
補助ユニットとを備え、前記制御回路ユニットの各端部の上面に前記第１電極ユニットの
一端部及び前記第２電極ユニットの一端部が夫々載置され、前記補助ユニットの各端部の
上面に前記第１電極ユニットの他端部及び前記第２電極ユニットの他端部が夫々載置され
ることにより、前記制御回路ユニットと、前記第１電極ユニットと、前記第２電極ユニッ
トと、前記補助ユニットとが、接続端子を介して着脱可能に組付けられているため、使用
者は、これを制御回路ユニット、第１電極ユニット及び第２電極ユニット並びに補助ユニ
ットの各ユニットに分解して積重ねることが可能であり、持運びや収納を容易に行えるも
のである。また、本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、組立状態において上面視
で枡形（ロの字形）となるため、組立時の強度、剛性が良好となる。
【００４５】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記第１電極ユニット及び第２
電極ユニットが長辺側の側面視で略凹形状に形成され、前記制御ユニット及び補助ユニッ
トが長辺側の側面視で略凸形状に形成されている場合には、制御ユニット及び補助ユニッ
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トと第１電極ユニット及び第２電極ユニットとを、夫々の凹凸を利用し安定して積重ねる
こと、及び積重ねた際の全高を抑えることが可能となり、持運びや収納を更に容易とする
ことができる。
【００４６】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニット及び補助
ユニットに、体重測定用の荷重センサが組込まれている場合には、組立状態で使用者が第
１電極ユニット及び第２電極ユニットの上面に載ることで、これら第１電極ユニット及び
第２電極ユニットが載置された制御回路ユニット及び補助ユニットに使用者の体重が伝わ
り、荷重センサにて使用者の体重を測定することが可能となる。
【００４７】
また、前記本発明の生体電気インピーダンス測定装置は、前記制御回路ユニットに、使用
者が個人情報を入力するための入力装置と、少なくともこの個人情報と測定された生体電
気インピーダンスとに基づいて使用者の身体組成に関する情報を算出する演算装置と、算
出された身体組成に関する情報を表示するための表示装置とが更に組込まれている場合に
は、使用者はこの生体電気インピーダンス測定装置で自身の身体組成に関する情報を得る
ことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例である生体電気インピーダンス測定装置の分解状態を示す外観図
である。
【図２】本発明の実施例である生体電気インピーダンス測定装置の組立状態を示す外観図
である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ断面図である。
【図４】図４（ａ）、図４（ｂ）共に、本発明の実施例である生体電気インピーダンス測
定装置の接続端子を示す図である。
【図５】本発明の実施例である生体電気インピーダンス測定装置の内部の電気的な接続関
係を示す模式図である。
【図６】本発明の実施例である生体電気インピーダンス測定装置を分解して積重ねる際の
様子を側面視で示す図である。
【図７】本発明に関連する参考例としての生体電気インピーダンス測定装置であって、図
７（ａ）はその上面視、図７（ｂ）はその側面視を示す外観図である。
【符号の説明】
　　　　　１　生体電気インピーダンス測定装置
　　　　　１０　第１電極ユニット
　　　　　２０　第２電極ユニット
　　　　　１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、２０ａ、２０ｂ、２０ｃ　下面
　　　　　１１、１２、２１、２２　電極
　　　　　１３、１４、２３、２４　接続端子
　　　　　１３ａ、１４ａ、２３ａ、２４ａ　接続ピン
　　　　　３０　制御回路ユニット
　　　　　４０　補助ユニット
　　　　　３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、４０ａ、４０ｂ、４０ｃ　上面
　　　　　３１、３２、４１、４２　荷重センサ
　　　　　３３、３４、４３、４４　接続端子
　　　　　３３ａ、３４ａ、４３ａ、４４ａ　接続孔
　　　　　３５　入力装置
　　　　　３６　表示装置
　　　　　３７　電気制御回路
　　　　　３８　電源
　　　　　１００　生体電気インピーダンス測定装置
　　　　　１１０　第１電極ユニット
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　　　　　１２０　第２電極ユニット
　　　　　１３０　制御回路ユニット
　　　　　１１１、１１２、１２１、１２２　電極
　　　　　１１３、１２３、１３３、１３４　接続端子
　　　　　１１４、１１５、１２４、１２５　荷重センサ
　　　　　１３５　入力装置
　　　　　１３６　表示装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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